
大人のための情報モラル通信

SNSでの「捨て駒募集(闇バイト)」ついて

★犯罪者集団がSNSで「捨て駒募集」を行っている★

大人のための情報モラル通信は、子どもたちの安心・安全なインターネット利用

に向けて、学校の先生方と保護者のみなさま、地域のみなさまに「大人としてでき

ること」を考えていただく為の資料です。

「楽に儲かりそう」と思って応募すると
犯罪者集団に個人情報を握られます。「家
に行くぞ・親に言うぞ・逃げられると思う
なよ」‥怖くて抜けられなくなります。

犯罪者集団に命令され、誰かを騙してお
金を奪ったり、強盗に入ったりといった犯
罪行為をやらされます。そこから解放され
るのは、警察に捕まった時です。

子ども達はまだ「楽してお金は儲からない」ことを知りません。
SNSでもリアルでも「楽して儲かる話」は全てが詐欺・犯罪です。

例外については考えず、上手い話を「信じない・期待しない・当て

にしない」という認識を子ども達に定着させることが重要です。

最近、闇バイトに巻き込まれる人が増え
ています。SNSで「楽して儲かる」と宣伝
して人を集め、中には中学生や高校生が巻
き込まれることもあります。

そもそも闇バイトとは、犯罪行為に加担
してお金を得ようとする行為です。SNSで
闇バイトに誘われ、犯罪と気づかず相手に
連絡して闇に落ちてしまう人もいます。

犯罪者集団は、世の中のことをよく知らない若者を集める為、SNSで「捨て駒」を集めて
います。そして「捨て駒」が警察に捕まると、また別の「捨て駒」をSNSで募集します。
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なお、誰かを騙したり強盗したりしなくても、犯罪に巻き込
まれる事もあります。「自分の口座に振り込まれたお金を誰か
に届ける」だけの「仕事」だったとしても、そのお金は犯罪者
集団が誰かを騙して振り込ませたものかも知れません。

また、SNSでときどき見られる「お金配ります」アカウント
も要注意です。「騙された人が振り込む為の口座」を用意する
「捨て駒」をSNSで探しているだけかも知れません。

「いいね！」で
2万円当たる！

当たったぞ！
相手に口座
を教えよう！
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